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1.は じ め に

 この小 論 は,ミ ク ロネ シ ア,中 央 カ ロ リン諸 島 の小 島,プ ル ス ク(Pulusuk)島 に お

け る家 屋 と住 ま い か た の 問題 を,家 屋構 造 と社 会 組 織 の ふ たつ の側 面 か ら考 察 しよ う

とす る もので あ る。

 家 屋 の建 築 様 式 は,と うぜ ん の こ と と して,気 候,風 土 な ど の 自然 環 境 を 強 く反映

した もので あ る。 な か で も,建 築 材 が家 屋建 築 に与 え る影 響 は こ との ほか 大 きい 。家

屋 建築 様式 は また,家 を と りま く文 化,社 会 との 関連 にお いて,人 び との 住 ま い か た,

家 屋 の機 能 に深 い か か わ りを も って い る。 この よ う な視 点 か ら,こ の島 の 人 び とに お

ける住 ま い とは何 か を考 えて み よ う と して い るの で あ る。

 この 小論 の 基 礎 的 資 料 は,わ た しの2度 の 中 央 カ ロ リン諸 島で の 人 類 学 的 調査 で

集 め た もので あ る。 最 初 は,1974年8月 か ら1975年2月 まで,主 と して,サ タワル

(Satawal)島 で,2度 目 は,1976年7月 か ら同 年12月 まで プ ル ス ク島 を中 心 に 調 査 を

お こな った。 この 小 論 は,プ ル ス ク島 で の 調査 資 料 に サ タ ワル 島 で の資 料 を 若 干 くわ

え た もので あ る。

 資 料 の収 集 は,主 と して カ ロ リン語(Calolinian)に よ り,一 部,英 語 で補 足 した。

言 語 の 表 記法 につ いて は,ト ラ ック語 系 の この 島 の言 語 が 確 定 した正 字 法 を もた な い

た め,主 と して,現 地 の 人 び とが,ロ ー マ 字 を 用 い て表 示 す る場合 の つづ りか た の な
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か で の もっ と も一 般 的 な慣 例 に も とつ い て い る。 した が って,適 当で ない 表記 の もの

もあ るか も しれ な い こと を こ とわ って お く。

皿. プルス ク島の概要

 プル ス ク 島 は,中 央 カ ロ リン諸 島の 東 南 端,北 緯6度42分,東 経149度18分 に位 置

す る 人 口 約420人 の 小 島 で あ る(図1参 照)。 この 島の 属 す る トラ ック地 区(Truk

District)の 行 政 上 の中 心 で あ る モ エ ン(Moen)島 の西 南 西298 kmの 位 置 に あ る。

も っと も近 い 島,プ ル ワ ッ ト環 礁(Puluwat atoll)ま で で も約70 kmの 距 離 が あ る。

 この島 は,近 隣…の フ.ルワ ッ ト,タマ タ ン(Tamatan)島,お よび,フ.ラ ッフ。(Pulap)島

と と もに,ト ラ ック諸 島 の西 方 に,ほ ぼ南 北 に位 置 す る ことか ら"西 諸 島(Westcrn)"

と総 称 され るグ ル ー プ に入 れ られ て い る。

 島 は,南 北 約3.3km,東 西 約1.2 kmの 大 き さで,南 北 に 長 くの び た島 で あ る(図

2参 照)。 環 礁 を と もな わ な い隆 起 珊 瑚 礁 の孤 島で あ る。 海面 下 約lmに ま で 隆起 し

た珊 瑚 礁 の 上 に堆 積 した砂 が 陸地 を形 成 して い る。 した が って,海 抜 約3mの 陸地

はす べ て砂 地 質 で あ る。 この よ う な島 を 形成 した地 理 的 要 因 を象 徴 す る もの に淡 水 湖

  図1Pulusuk島 周 辺 図

ア メ リカ空 軍 作 成 の地 図[1973]に よ る。
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   図2 Pulusuk島

日本 海軍 の 測 量 図P921]に よ る。

(Lenamu)が あ る。 島 の北 部 内陸 部 に あ る

淡 水 湖 は,隆 起珊 瑚 礁 の くぼ 地 に雨 水 が た

ま った た め に で きた もの と考 え られ る。 く

ぼ地 に砂 が堆 積 した と ころは,雨 水 が伏 流

水 の よ う にな って い た り,湿 地帯 を つ く っ

て い る。 この 湿地 帯 は,島 の 面積 の約20%

を 占 めて い る 。 この湿 地 帯 に は,タ ロ イ モ

(Pula)耕 作 の た め の 湿 地 田(muraru)が 形

成 され,タ ロイ モ が豊 か に育 って い る。 伏

流 水 は,砂 を掘 りさげ 水 浴 場(伽 α㎎P)と し

て 利 用 され た り,井 戸 と して 炊 事 ・洗 濯 用

の水 を 供給 して い る(図3参 照)。

 気 候 は,1年 を2つ の 季 節 に ほ ぼ大 別 す

る こ とが で き る。 南 西 季 節 風 の 吹 く5月 か

ら10月 にか けて は高 温 で,11.月 か ら4月 に

か けて は,ぎ ゃ くに北 東 貿 易 風 が 強 く吹 き

荒 れ,気 温 もそ れ ほ ど高 くは な らな い。

 この ふ た つ の種 類 の 風 を 利 用 して,帆 走

ヵ ヌー(ω α伽 αγの に よ る島 と島 の交 流 が

しば しば お こな わ れ る。 と くに,プ ル ス ク

島 の西 北 西約255㎞ に位 置 す るサ タ ワル 島
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との間 で お こな わ れ る遠 洋 航 海 は有 名 で あ る。 ほ ぼ東 西 の位 置 関係 に あ るふ た つ の島

の あい だの 航 海 は,北 東 貿 易 風 を 利 用 して東 のプ ル ス ク 島か ら西 のサ タ ワル 島 へ,南

西 季 節 風 を 利用 して西 のサ タ ワル 島 か ら東 の プル ス ク島 に と,途 中 の 無 人 島 ピケ ロ ッ

ト(Pikelot)島 を経 由 して お こな わ れ る。3日 か ら10日 間 の行 程 で あ る。 今 日で は,

年5回,モ エ ン島 と離 島 とを 結 ぶ 巡航 船 が,物 資 輸 送 な どの交 通 手 段 と して 離 島 の生

活 に貢 献 して い る。 しか し,プ ル ス ク島,サ タ ワル 島 の よ うに,そ れ ぞ れ トラ ック地

区,ヤ ッフ.地区 と異 な った地 区 に 属 して い る 島 じ ま の交 流 は,巡 航 船 が 地 区 内 で しか

運行 しな いた め,カ ヌ ー を利 用 す る しか な い。

 西 諸 島,お よ び サ タ ワル 島 近 辺 の 中 央 カ ロ リン諸 島 東 部 は,言 語 を は じめ,多 くの

文 化 要 素 に類似 点 を見 出す ことが で きる 。家 屋 の建 築 様 式 もた い へ ん類 似 して い る。

これ らの島 じま は,ひ とつ の文 化 圏 を構 成 して い る とみ なす こ と もで き る。 これ らの

こと は,島 じま の カ ヌー に よ る交 流 が 古 い歴 史 を もち,移 住 の経 路 と もか か わ って い

る こ とを示 して い る。

 島 の生 業 経 済 は,タ ロイ モ栽 培 と漁 携,お よ びパ ンノキ の 実@吻 の採 取 が主 で あ

る 。 この生 業 経 済 の あ りか た も,2つ の 季 節 に 強 い影 響 を う けて い る。11月 か ら4月

に か けて は,強 い北 東 貿 易 風 を 利 用 した,帆 走 カ ヌ ー に よ る 引 き釣 り(luku)を 中心

に漁 携 が活 発 にお こな わ れ る。 しか し,12月 前 後 は北 東 貿 易 風 が 強 く吹 きす ぎて漁 携

活 動 は お こな えず,食 物 は タ ロイ モだ けに た よ って い る。 それ にた い し,5月 か ら10

月 はパ ンノキ の 実 の結 実期 で あ り,手 漕 ぎ カ ヌー(wa fatol)を 使 用 して 底 釣 り漁 法

σφ 乞ψ)が お こな わ れ る。 風 が 弱 く,お だや か な 日び が続 くた めで あ る。 この 季節

は,食 物 が豊 か な時 期 で あ る。 した が って,食 物 の な か で,年 中収 穫 で き る タ ロイ モ

の 占め る比重 はた か い。 タ ロイ モ は,湿 地 で 栽 培 され る た め,島 の 形 成 に関 連 して で

きた 広 い 面積 の湿 地 帯 を有 す る この島 は,食 物 確 保 の 面 で恵 まれ て い る と いえ よ う。

 島 の 生 業経 済 は,原 則 的 に 自給 自足 で あ る。 島の 唯 一 の 換 金作 物 は コブ ラ(loω)だ

けで あ る。 コ.プラの価 格 は,1974年 に100ポ ン ドが20U.S.ド ル(以 下 ドル とい う)

の高 値 を 記 録 した が,1976年 には6ド ル に急 落 した。 そ の た め,こ の島 の1976年 の1

年 間 の コブ ラ収益 は約4,920ド ル,1人 あた りの収 益 は約12ド ル に しか な らなか った。

い っぽ う,物 価 は,工 業 製 品 の 類 を すべ て 輸 入 にた よ って い る た め,日 本 以 上 に 高 い。

 島 を お お う植 物 は,海 岸 沿 いの 乾燥 した砂 地 にマ ング ロー ブ,パ ンダ ナス,コ コヤ

シが 茂 り,コ コ ヤ シの下 た は シダ 類 が繁 茂 して い る。 内 陸 部 に は湿 地 帯 を 中心 に,パ

ン ノキ な ど樹 高20mを 越 す 高 木 が茂 って い る。 海 岸 部 の植 物 相 と好 対 照 に,内 陸 部

は 湿 地 の ジ ャ ングル(あ ω必αωα勿 の様 相 を呈 して い る。 コ コヤ シ は,種 類 の違 った

もの が 海 岸 部,内 陸 部 と も に分 布 して い るが,コ コヤ シを 除 け ば,海 岸 部 と内 陸 部 で

は植 生 の違 い が 明確 に あ らわ れ て い る。

 島 の生 活 と密 着 した 関係 にあ る代 表 的 な樹 木 は パ ンノ キ と ココ ヤ シで あ る。 コ コヤ
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シは,屋 根 葺 き材 と しで そ の葉 が利 用 さ れ,果 実 の殻 か らは繊 維 を と りだ して ロ ー プ

が つ く られ る。 パ ン ノキ は,直 径1・5m,樹 高20 mに まで 成 長 す る うえ,削 った り

す るに も,適 度 に柔 か い性 質 の もので あ る。家 屋,カ ヌー の 建 材 と して利 用 範 囲 はひ

ろ い。 コ コヤ シ,パ ンノ キ と もに そ の果 実 は 食糧 と して の価 値 もた か く,こ の島 の文

化 とは切 り離 せ な い 関係 に あ る。

 プル ス ク島 に は,特 定 の女 性 祖 先 との 系譜 関係 を おな じ くす る人 び とに よ って 構 成

され る集 団 が あ る。 これ はainangと よ ば れ,11のainangが この 島 で数 え られ る。 島

の人 び とは,が な らず いず れか のainangに 属 して い る。 ainangは, lineageの 概 念 で

把 握 で き る性格 の もの でφ る。 この 集 団 は,タ ロイ モ 田,コ コヤ シ林,家 屋 の敷地 な

ど の財 産 を 共 有 す る単 位 と して,ま た 社会 的 に は∫ 婚 姻 規 制 の 単位 と して 機 能 して い

る。 島 の人 び との 社 会生 活 に お け る基 本 的 な集 団 と して,こ の 島 の社 会 の性格 を特 徴

づ けて い る。

 ひ とつ のainangは,原 則 的 に ひ とつ の居 住集 団 を形 成 して い る。 この居 住集 団 は,

PasOψasorと よ ばれ て い る(写 真1)。 婚 姻 後 の 居住 方 式 は,妻 方 居住 を と って い る。

そ の ため,PasaPaSUの 構 成 員 と な るの は,同 一一・ ainangの 同 世 代 の姉 妹 と その配 偶 者,

お よ び,'彼 らの未 婚 の子 女,独 身 男性,養 子 で あ る。

 ainangが 所 有 す る財 産 類 は,そ の ま まPasaPaSUの 構 成 員 に よ って 利用 さ れ て い る。

した が って,ρ α卿 α∫π は,火 とカ マ ドを原 則 的 に ひ と つ に し,食 物 を 共 同料 理 し,構

成 員 に公 平 分 配 して い る単 位 で もあ る。ainangが 所 有 す る土地 か らの生 産物 は も とよ

り,島 の 男全 員 で お こな わ れ た漁 携 活 動 に よ り得 た魚 も,ρ 伽 ψα躍 ご とに分 配 され,

一 括 して 料 理 さ れ て い る
。PasaPaSUの 敷 地 に は,複 数 の 住 居 用 家 屋(im)と 炊 事 小

屋(morohaω)が 建て られて い る(写 真2)。 Pasopasuに よ って は,他 の種 贔 の家 屋 を

写 真1 伝統 的 家 屋(襯 襯 ψ π砂η)とPasaPasuの 風 景
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写真2 炊事小屋(morohaω)で の料理風景,タ ロイモの料理がお こな

   われてい る。この場所で石焼料理(umung)も おこなわれる。

備 えて い る もの もあ る。

 ア メ リカ は,1945年 以 来,ミ ク ロ ネ シ アの ほ とん どの地 域 を 占領,信 託 統 治 して い

る。 ア メ リカ は,ミ ク ロネ シア の経 済 的 価 値 に は 期 待 せ ず,軍 事 的 に ミク ロネ シア の

地 理 的 位 置 を評 価 し,多 額 の援 助金 を毎 年 与 え て い る。 そ の た め,ミ ク ロ ネ シア の 政

庁 は,援 助金 に よ って さ さえ られ て い る。1976年 に は,プ ル ス ク島 に道 路 を建 設 す る

た あの 名 目で8, OOOド ル,日 ・米 か らの戦 争 賠償 金 が12,000ド ル 支 払 わ れ た 。 た だ し,

日本 は これ を 戦 争賠 償 金 と はよ ん で い な い。

 1957年 に は,台 風災 害 の補 償 の 名 目で,島 内 に35棟 の 木 造 トタ ン葺 き住 居(im iani

ching)の 建 築 材 が 無 償 で 提 供 さ れ た。 同様 に,ア メ リカ の援 助で,8年 制 の 小学 校,

診 療 所 が建 て られ て い る。

皿.集 落 と 家 屋

1.集 落

 プル ス ク島 の集 落(apinamung)は,島 の 中 央 部 の西 海 岸 に沿 って,帯 状 に 形成 され

た集 村 の形 態 を と って い る。今 日の 島民 が,現 在 の 位 置 に集 村 を形 成 した理 由 と して,

風 海 流,水 路 の3つ の 自然 的要 因 が あげ られ る。

 この地 域 に は,北 赤 道海 流 が,常 に東 か ら西 へ と流 れて い る。 ま た,11月 か ら4月

に か け て は 強 い北 東 貿 易 風(lo tow efang)が 吹 い て い る。 この 北 赤 道 海流 と北 東 貿 易

風 との 相 乗作 用 で,東 の海 岸 の海(乙 磁肋)は 大 き く荒 れ る ことが あ る。 そ うな る と,

カ ヌ ー は浜 に寄 りつ くこ とが で きな い。 それ にた い して,西 海 岸 は波 が 比 較 的 お だや
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、

図4 集 落 の 構 成

か で あ り,カ ヌー の 出 入 りに必 要 な水 路(tauru)も4カ 所 ほ どあ り,カ ヌー も容 易 に

寄 りつ くこ とが で き る。

 水路 とい うの は,海 岸線 を と りま く珊 瑚 礁 の一 部 が 切 れ込 ん だ部 分 の こ とを い う。

日常,島 の人 び とが利 用 して い る水 路 は,幅 約7m奥 行 約30mほ どの もの で あ る。

珊 瑚礁 に寄 せ る波 も,水 路 のな か で は その 運 動 が ζう され,静 か な水 面 とな って い る。

コの 字 型 の防 波 堤 の役 割 を珊 瑚 礁 が はた して い る と い って よい 。

 集 落 は,4カ 所 の 水 路 の うちの 上 述 の 水 路 を取 り囲 む よ うに して形 成 され て い る。

島 の 最初 の住 人 で あ った といわ れ る人 び とは,aPoniPeiと よ ば れ るainangの 人 び とで

あ った 。彼 ら も,現 在 の 集 落 か ら少 し南 側 の 位 置 に集 落 をつ くって い た といわ れて い

るが,現 在 で は地 名 にaPonipeiの 名 を残 す だ けで ヤ シ林 とな って い る。

 食 生 活 の な か に 占 め る食 物 の割 合 は,タ ロ イモ な ど の農 作 物 が 主 で,魚 貝 類 な ど に

た い し,圧 倒 的 に優 位 にた って い る。 しか し,集 落 の形 成 の原 理 は,食 物 の量 的依 存

度 に よ って い るの で な く,漁 携 の原 理 に もとつ い て い る とい え よ う。

 集 落(opinamung)は,砂 浜(勿 の か ら50 mほ どの と ころ に,ヤ シ林 に囲 ま れ る よ

うに して 形 成 され て い る。 ヤ シ林 は 防風 林 の役 割 を は た して い る。集 落 は,住 居(zm)

が た ち並 ぶ地 域(lePong)と,カ ヌ ー小 屋 が た ち並 ぶ地 域(lemarZt)の ふ た つ に区 別 さ

れて い る。lemαrZtの 背 後 に9ePongが 位 置 して い る 。集 落 は,さ らに3つ の部 落(hahPo)

に 区分 され て い る。 これ らの部 落 は,北 側 よ りそ れぞ れ,Wichap, Lukeiseru, Nei-

wangと 名 づ け られて い る。

 部 落 は,そ れ 自体 で は 明確 に独 立 した社 会 的機 能 を も って い な い。 まれ に,部 落 の

単 位 で 漁携 を 共 同 で お こな った り,島 全 体 の作 業 を 進 行 上 の都 合 で部 落 単 位 に分 担 し

て お こな う こ とが あ る にす ぎ ない 。 部 落 は ま た,い くつ か の ρ∬ψωπ の集 ま りに よ

って成 り立 って い る(図4参 照)。Wichapは3っ, Lukeiseruは5つ, Neiwangは

4つ のPasaPasuか らそ れぞ れ な って い る。 現 在 の この 島 に あ るPasaPasuは12で あ る。

2.家 屋

 現在のプルスク島でみることのできる家屋(建 築物)と しては,つ ぎのような種類

のものがある。
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(イ) ut(カ ヌ ー 小 屋)・ … ・・9棟

(ロ) im iani ching(木 造 トタ ン 葺 き 住 居)… …36棟

(ハ) im iani Puωn(伝 統 的 コ コ ヤ シ 葉 葺 き住 居)… …15棟

(二)Puaikang(コ ブ ラ 乾 燥 小 屋)… …8棟

(ホ) morohaw(炊 事 小 屋)… …17棟

(へ)im iani hahk(物 置,ヤ シ ガ ラ 入 れ の た め の 小 屋)… …17棟

(ト) im iani ianiw(教 会)… …2棟

(チ) bio ing(診 療 所)… …1棟

(リ) shuguwn(学 校)… …1棟

(ヌ) ∫〃卿(給 食 用 家 屋)… …1棟

(ル)ofesu(事 務 所)… …1棟

 (ト),(チ),(リ),(ヌ),(ル)の 建築 物 に つ いて は,そ れ ぞ れ,コ ンク リー トブ ロ

ック,ボ ル ト,ナ ッ トな どを 利 用 した近 代 工 法 に よ って建 て られ た 建築 物 で あ る(写

真3)。 この 島 で産 す る建築 資材 は ま った く利 用 さ れて い ない 。 これ らの建 築 物 は ま

た,す べ て公 共 の用 途 に建 て られ た もの で あ る。近 代 工 法 に よ る建築 物 を 建 て る に あ

た って は,島 か ら選 ばれ た1人 の男 が,モ エ ン島 で半 年 間,建 築 に 関 す る知 識 と技 術

とを ア メ リカ 人 か ら学 ん だ 。 トラ ック地 区 め他 のす べ ての 島の 近 代 工 法 に よ る建 築 物

も,同 様 の教 育 を う けた 人 の手 に よ って い る。

 この ほ か に も,建 築 資材 が,こ の島 以 外 か ら運 ば れ て建 て られ た もの に木 造 トタ ン

葺 き住 居(im iani ching)が あ る。 chingの 語 源 は 英 語 のtinで あ り,ト タ ンを意 味 す

る。

 近代 工法 に よ る建築 物 の登 場 とは ぎ ゃ くに,現 在 で は消 滅 して み こる とが で き ない

建築 物 も過 去 に は あ った 。 ア メ リカ の海 軍 に よ る 占領 時 代 が1945年 に始 ま る と同 時 に,

写真3 学校内部と授業風景,右 の男が校長先生
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アメ リカ人 の キ リス ト教宣 教 師が,中 央 カ ロ リンの島 じま を 訪 れ,布 教 をす す め た 。

布 教 の結 果,短 期 間 の うちに,島 の人 び と全 員 が キ リス ト教信 者 化 した。 それ に と もな

って,島 の 旧来 の慣 習 はす た れ て い くもの もす くな くな か った 。 伝 統 的 な建築 物 で あ

ったim iani kat(月 経 小屋 兼 産 屋)な どは,そ の存 在 理 由 を失 い捨 て 去 られ て しま っ た。

 種 々の 伝 統 的家 屋 の 建 築 様 式 は,い ず れ も構 造 的 に た いへ ん類 似 して い る。 建 築 材

と して 利 用 で き る植 物 の種 類 が 豊 か で な く,お な じ よ うな材 料 を使 用 す るた めで あ ろ

う。 この こ と につ い て は,5章 で カ ヌー 小 屋 の建 築 構 造 を例 に と り,く わ しく述 べ て

み た い。

3.家 屋 の配 置と道

 サ タ ワル 島 に お いて は,pasapasu内 の家 屋配 置 の構 成 が,"コ の 字 型"に な って い

る こ とが 多 い。 コの字 型 の 中央 の 空 間 が,pasapasuご との 食 事,作 業 の た め の空 間

と して 利用 さ れ て い る。pasapasuの ひ とつ の カ マ ドで料 理 され た 食物 は,ひ とつ の

住 居 用 家 屋(im)に 住 ん で い る人 び と のグ ル ー プ ご とに 分 配 さ れ,そ れ ぞ れ の住 居 の

前 に ひ ろげ られ た 食 物 を取 り囲 ん で 食 事 が始 め られ る。 住 居 と 住 居 の 間 隔 は狭 く,

pasapasuの 構 成 員 が つ ね に,相 互 に 顔 を つ き合 わ す ことが 容 易 な距 離 に家 屋 が配 列 さ

れ て い る。 火 とカ マ ドを共 有 し,共 同 労 働 と食 物 の公 平 分配 に も とつ い てpasapasuは,

pasapasuの 結 束,紐 帯 を 理 念 と して い る。 家 屋 は,こ の ことを 強 化 す るよ うに意 図 的

に配 置 され て い る と考 え られ る。 と りわ け,コ の字 型 の中 央 の 空 間 が,pasapasuの 象

徴 と して存 在 して い る とい え る だ ろ う。

 フ.ルス ク 島 に お いて も,1957年 以 前 は,サ タ ワル 島 と同様 な家 屋 構成 を な して い た。

そ れ が,1957年 に35棟 の 木 造 トタ ン葺 き住 居 が建 築 さ れ た時 に,そ れ ま で と異 な っ た

家 屋配 置 に か え られ た 。 家 屋 の配 列 を集 落 の段 階 で 整 え る ことに 配 慮 が 払 わ れ た。 家

屋 は,集 落 の な か で南 北 に2列,一 部 は3列 に配 列 され た。 屋 並 の間 隔 を 充分 に と り,

中央 に道 が つ け られ た。 これ は,ミ ク ロネ シア の政 庁 の 行 政 官 に よ り決 定 され た 。 こ

の ことは,そ れ ぞ れ のpasapasuの 理 念,機 能 に た いす る配 慮 に優 先 して,集 落 の 整

備 計 画 が は か られ た こ とを意 味 して い る。

 家 屋 の配 置 の変 更 は,こ れ まで の 島 の 道 の あ りか た に も影 響 を お よ ぼ した。 元 来,

コの字 型 の家 屋 が配 置 さ れて いたpasapasuで は,コ の 字型 の 中 央 の 空 間 を核 と し,

核 と核,つ ま り,pasapasuとpasapasuを 結 ぶ もの と して道 が あ った 。 そ れ が,列 を

な す よ うに 家屋 が配 列 され る こ とに よ って,集 落 を 南 北 に縦 断 す る道 路 の 重要 性 と使

用 頻 度 を高 め た。 家 屋 は,こ の道 路 に面 して た ち並 ん で い る。 家 屋 の1棟1棟 と集 落

を 縦 断 す る道 路 とが 結 び つ け られ た ので あ る。pasapasuは,核 で あ った空 間 を 失 って

しま った 。 そ の た め に,pasapasuの 家 屋 と家屋 を結 ぶ 道 が あ らた に つ け られ た 。 この

道 は,集 落 を 縦 断す る道 に交 差 した り して複 雑 に発 達 す るに 至 って い る。
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(1)Hawarei(1)
(2)Hawarei(2)

(3)Witow
(4)Hawpuluwat
(5)Puer

(6)Meganifar(1)

(7)Har
(8)Uhma
(9)Meganifar(2)
:10)Uihuhu

図5 PasaPa∫uと 道

(11)Hawarei(3)

(12)Paraka
(13)Katuman

(14)Hawpulap

:J'二11:はPasaPasuの 土 地 の 境 界 を示 す 。

[(7),(8)]お よ び[(5),(13)]は それ ぞ れ ひ

とっ の ρα∫ψα棚 と して 機能 す る場 合 が あ

る。 またsuMxの つ い て い るPasaPasuは,

土 地 は 分 離 して い るが,機 能 と して は 一

体 で あ る。
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 Hawpulapのpasapasuは,こ の よ うな家 屋 の 配 置 形 態 の変 化 を比 較 的受 け に くい

敷 地 で あ った の で,伝 統 的 住 居 を 建て 増 した と き に,在 来 の木 造 建 築 と と もに,ほ ぼ,

コの字 型 の 家 屋 配 置 を再 構 成 す る こ とで,伝 統 的 な家 屋 の配 置 形 態 を残 して い る。 そ

の た め に,中 央 の 空 間 が道 の役 割 を は た して い る(図5参 照)。

 この よ うに,木 造 住 宅 建設 に と もな う集 落 の形 態 の変 化 は,pasapasuの 内的 結束 を

は か る機 能 を弱 めた 。pasapasuの 単 位 で ま と ま って い た家 屋 の 配 置 に か わ って,集 落

の 単 位 で家 屋 の配 置 を ま とめ る配 慮 が 払 わ れ た か らで あ る。1棟,1棟 が,pasapasu

ご とに 閉 ざ さ れ て いた 配 置 か ら,集 落 全 体 に開 か れ た配 置へ の 転 換 が お こ な わ れ た

と解釈 で き よ う。 そ の影 響 は,住 居 以 外 の 家 屋 の配 置 に も及 んで い る。 炊 事 小 屋

@070加 ω)が,pasapasuの 中心 の位 置 を離 れ て,人 通 りの 多 い道 を さ け るよ うに,海

岸 部 あ るい は森@ω αγαωσγの の 近 くに場 所 を移 した 。 通 りか が りの人 に 食物 を勧 め

る習 慣 が あ るた めで あ る。

 道 は,す べ て 人 の足 で 踏 み つ け られ てで き たふ みわ け道 で あ る。 道 の使 用頻 度 は,

道 の規 模 とな って あ らわ れ な い。 道 は,そ の使 わ れか たか ら3つ の性 格 に分 類 す る こ

とがで き る。 この 性格 の違 い は,男 女 の 行 動 様式 の相 違 に起 因 して い る。

 前 述 の よ うに,pasapasuは 機 能 的 に も,象 徴 的 に も核 とな る空 間 を失 って しま った。

そ れ に対 応 して,無 秩 序 に,距 離 がへ だ た ったpasapasu内 の 家 屋 と家 屋 とを 結 ぶ 道

が,人 の動 きに したが って 新 し く発 達 した 。 こ う して で き あ が った 道 を 利用 す る の は,

主 に女 性 で あ る。

 母 系 出 自 と 妻 方 居住 とい う 規 制 に も とつ い て,各 世 代 の 姉 妹 を 軸 に 形 成 さ れ た

pasapasuは,農 業生 産,分 配 な どの単 位 と して 社 会集 団 の基 礎 に な って い る。 そ の こ

と は,女 の 日び の生 活 をpasapasu内 で 完 結 した もの と して い る。 女 は,他 のpasapasu

の人 び と との接 触,交 流 が 少 な く,ぎ ゃ くに,pasapasu内 で の交 流 は活 発 にお こな わ

れ て い る。 相 互 に住 居 を訪 問 し合 い,雑 談 に花 を さか せ る。女 の1日 の生 活 行 動 は,

朝 夕 の 礼 拝 に 教 会 に行 くこ と と,タ ロ イモ耕 作,コ ブ ラづ くりに 森 へ 出か け る こ とを

除 けば,pa,sapasu内 で の 行 動 に終 始 す る。

 女 の生 活 行 動 と正 反 対 に,婚 入 した 男 は,他 人 の住 居 に 出入 りす る こと は稀 で あ る。

概 して,婚 入 した 男 た ちの 関係 は親 密 で な い こ とが 多 い。 彼 らの 関 係 は,こ の島 の人

間 関係 の 基 本 とな って い る キ ョウダ ィ(ρ ωψωの の 範 躊 には はい らな い が,お な じ

pasapasuの 構 成 員 と して の諸 権 利,義 務 は お わ さ れて い る。 そ の た め に,彼 らの 関係 は,

0般 的 に
,義 務 的 な仕 事 と して 消極 的 に共 同作 業 を お こな った りは す るが,pasapasu

の 男 た ち だ けで 漁 に 出か けた り,積 極 的 に相 互 の住 居 を訪 れ た りす る こ とは少 な い。

pasapasu内 の住 居 と住 居 を 結 ぶ 道 は,女 の道 だ とい って よ い だ ろ う。

 男 た ちに と って,生 活 の中 に 占め る 比重 の たか い場 所 は,海 とカ ヌー 小 屋(u�)で

あ る。 カ ヌー小 屋 は カ ヌー(ω の の建 造,修 理,コ コヤ シ ロー プ(araluz�)を な った
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りす る作 業 の場 や,集 会 所 と して の機 能 を も って い る。 そ のた め,男 は,1日 の か な

りの 時 間 を こ こで 過 ごす こ とに な る。 カ ヌー 小 屋 へ の女 性 の立 ち入 りは原 則 的 に タ ブ

ー(epinu)と な って い る
。

 この カ ヌー 小 屋 を 核 と して,道 は集 落 に放 射状 に広 が って い る。 この道 と集 落 を縦

断す る南 北 の 道 は,男 が 遠 くの カ ヌ ー小 屋 に行 き来 す る とき,彼 のainangのpasapasu,

ρωψ痂 を訪 れ るの に 利用 さ れて い る。 この よ うな道 は男 の 道 とよべ るだ ろ う。

 3番 目の 道 は,森(16ω α7αωα7の へ 通 じ る道 で あ る。 タ ロ イモ耕 作 にパ ンノキ の 実

の採 取 に,コ ブ ラづ く りに と利 用 され る。 図5に み る こ とが で き る よ うに,集 落 か ら

森 へ 続 く道 は 多 い が,森 の中 で は 数 本 の道 へ と収 束 して い る。 と くに,女 が 集 落 を縦

断 す る こ とを さ け て森 へ 入 ろ う とす る意 図 が そ こに見 う け られ る。 他 の2つ の 道 が,

男女 の性 に よ って特 徴 づ け られ るの にた い し,こ の道 は,性 的 な差 異 にか か わ らず,

島 の人 び と全 員 に利 用 され て い る道 で あ る。

W.pasapasuに お け る居 住 形 態

 前 章 で,集 落 の 構 造,家 屋 の構 成 が,社 会 組織 と して のainang, pasapasuに 影 響 さ

れ,あ るい は,そ れ に立 脚 した もの と して形 成 され て い る こ とを述 べ た 。 つ ぎに,そ

れ ぞ れ の1励 ψ 鋸π,住 居 で の 居住 形 態 を,ainang,加5ψ α躍 の構 造 との 関 連 を 中 心 に

み て ゆ き た い。 そ の 具 体 的事 例 と して,pasapasuの 一 つ, Hawareiを と りあ げ た 。

 この 島 の12のpasapasuは,11のainangに よ って形 成 され て い る。2つ の α伽 η9

は・構 成 員 が 減 少 した た め,独 自 にpasapasuを 形 成 せ ず に,他 の 厩παη9のpasapasu

と火,カ マ ドを共 有 し,ひ とつ のpasapasuと して 機 能 し,ぎ ゃ くに, Meganifarの

αzηαη9は ふ た つ のpasapasu,こ こで と りあ げ るHawarciの αεη侃9は3つ のpasapasu

に分 節化 して い る。

 Hawareiのainangは,3つ のpasapasuに 結 果 的 には 分 節 して い る。 しか し,

ainangは 結 束 と紐 帯 を 理 念 と して い る よう に,島 の 人 び と も, pasapasuの 分節 を好

ま し くな い もの と考 え て い る。pasapasuは,構 成 員 の 系 譜 深 度 が 増 す こ とに よ り,

pasapasuの リネ ー ジ(1ineage)が マ イ ナ ー.・リネー ジ(minor lineage)を 生 み だ す 。

pasapasuの 分 節 化 は,こ のminor lineageの 機 能 の発 達 に起 因 して い る。 具 体 的 に は,

構 成 員 の増 加 と食 物 の 分配 問題 が 引 き起 こす 紛 争 が直 接 の契 機 とな って い る 。

 つ いで なが ら,サ タ ワル 島で は,8っ のainangが16のpasapasuを 形 成 して い る。

この 島 は,面 積 が1・36km2し か な く,厳 しい 食 糧 事 情 に あ る 。 この島 で のpasapasuの

分節 の理 由 も食 物 を め ぐる紛 争 に端 を発 した もの で あ る とい う。

 親 族 関係 名 称 は,い わ ゆ るハ ワ イ型 の体 系 に属 して い る。 平 行 イ トコ,交 差 イ トコ

を 問 わず,イ トコは 鋼 ψ痂 の 範 疇 に入 れ られ て い る。 この 名 称 関係 で は,ρ ωψ痂 関
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係 に あ る両 者 の こど も もまたplfl ipif」i関係 を もつ こと にな って い る。 出 自のainangを

異 に した 人 び との 間 で の カωψ副 関 係 は,比 較的 短 い期 間 で 意識 され な くな る が,お

な じainangに 所 属 す る人 び との 間 で は,ρ ωψ痂 関 係 が 始 ま った世 代 か ら何世 代 経 よ

うが ρωψ痂 関係 が 意 識 され て い る。 した が って 痂 朋gの 同 世 代 の構 成 員 は,す べ て

クωψ癖 と認 識 さ れ て い る。 生 物 学 上 はお な じ父,母 か ら生 ま れ た兄 弟 も,こ の 名称

体 系 で の キ ョ ウダ イ も,と もに ρωψ読 の 関係 で よ ぴ あ い 区 別 しな い・

 ちな み に,ρ ωψ癖 の 語 源 は,口,耳,鼻 な どの"穴"を 意味 す る言 葉 ρ癖 で あ る・

目,耳 な どで認 識 した こ とを 知 らせ あ う関 係 が ρωψ癖 で あ る。

 しか し,親 族 関係 名称 の あ りか た と無 関係 に,pasapasuの 構 成 員 の 系譜 深 度 が 増 加

して い く事 実 は 否定 す る ことが で き な い。pasapasuご と に分 配 され た魚 を,さ らに

pasaﾘasuの 構 成 員 に分 配 した り,タ ロ イモ耕 作 や収 穫 な どの 雑事 に 関す るpasapasu内

で の決 定 と指導 は,pasapasu内 の 最 上世 代 の女 性 が つ とめ て い る。 この た め,pasapasu

は リーダ ー を擁 して い るminOr lineageと,他 のminOr lineageと の 間 に地 位 の優

劣 の 関係 を つ くりだ して い る。 これ が,pasapasuの 分 節 化 を い っそ う促 す 要因 の ひ と

つ と もな って い る。

 Hawareiのpasapasuは,5世 代 前 に3つ のpasapasuに 分 節 し,そ れぞ れ が 財 産 共

有 体 と して機 能 して い る。 分 節 した3つ のpasapasuは,と もに お な じainang名 の

Hawareiの 名 称 で よ ば れ て い る。 その う ちの1つ のpasapasuを ここで は, Hawarei

(1)ρ.と す る。

 Hawarei(1)0.は 分節 化 以 後6世 代 を 経 て い る。 この時 点 で,ふ た つ のmlnor

lineagCが,そ れ ぞ れ独 自な 機能 を もち は じめて い る。か つ てpasapasu全 体 で 機 能 し

て いた もの が,そ れ ぞ れ のminOr lineageご とあ機 能 とな って い る。 そ の 具体 的事 例

と して 炊 事 小 屋 の所 有 と料 理 の しか た を あ げ る ことが で き る。

 ひ とつ のpasapasuは 原 則 的 にひ とつ の炊 事 小 屋 を もつ が, Hawarei(1)0・ は3つ

の炊 事 小 屋 を 所有 して い る。図6を 参 照 に,そ の所 有 関係 を み る と,ひ とつ はHawarei

(1)ρ.全 体 で 利 用 す る もの,第 二 の もの はA,Bが 単 位 と な って 利 用す る もの,第 三

はC,D, Eが 単位 とな って 利 用 す る もの に区 分 され る。 この事 例 はひ と つ のpasapasu

が,さ らに2つ のminor lineageが つ くる下 位集 団 に分 節 化 して ゆ く傾 向に あ る こ

とを 示 して い る。

 共 同 で 利用 す る炊 事 小 屋 は,主 に,タ ロ イモ,パ ンノ キの 実 な どの農 作 物 の 料 理 に

利 用 され,minOr lineageが 利 用 す るふ た つ の炊 事 小 屋 は,魚,貝 類 と米 な ど を料 理

す るた めに使 用 され て い る。 農 作 物 は,pasapasu全 体 の 土 地 か らの峡 穫 物 で あ り,農

作 物 の 植 え つ け,除 草,お よび 収穫 な ど の作 業 は共 同 で お こな って い る。 した が って,

共 同利 用 の炊 事 小 屋 は農 作 物 の 料理 に使 用 さ れ る。 い っぽ う海 産 物 は,土 曜 日 を除 い

て,各 人 が 自由 に漁 に 出か け て手 に入 れ る。pasapasuが 漁 携 の単 位 とな る こ とは ほ と
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ん どな い 。獲 物 が 多 けれ ば,pasapasuの 構 成 員全 員 に頭 割 りで 分 配 す るが,少 な い場

合 に は,分 配 しない で,minor lineageの 成 員 で 料 理 し食 べ て しま う。 そ の料 理 に は,

minor lineageの 炊 事 小 屋 が使 わ れ て い る。

 3つ の炊 事 小 屋 が 象 徴 す る よ うに,pasapasu, ainangの 結 束 と,分 節 化 とい う二 律

背 反 を調 和 させ よ う とす る島 民 の価 値 観,お よび理 念 が あ る。 そ の た め の現 実 的 手 段

の ひ とつ と して,成 員 の住 まい わ け が あ げ られ る。 つ ぎに,そ の具 体 的 事例 を,図6

を参 照 しなが ら考 察す る ことに す る。

1.Pasapasuの 構 成 員

 図6は,Hawarei(1)0.の 構 成 員 と彼 らの系 譜 関 係 を あげ た もので あ る。 第1世

代 は,全 員 死 亡 して現 在 の構 成 員 とは な って い な い。 現 在 は,図 中●,▲ で 示 した 人

び とが,pasapasuの 構 成 員 で あ る。 合 計34名 に よ って構 成 され て い る。 pasapasuの

構 成 員 に は,lineage成 員,養 子,お よび 婚 入者 が ふ くま れ,婚 出者 は除 か れ る。 こ

の婚 姻 関係,養 取 関係 の結 ば れ か た に も,pasapasuの 理 念 が 意 識 され,具 体 化 され て

い る。

 図6のIII12, III14の 姉 妹 に婚 入 したIII13, III, 5は カωψ癖 関係 に あ る男 た ちで

あ る 。2組 の 汐ωψ癖 が,そ れ ぞ れ2組 の 夫 婦 をつ くって い るの で あ る。 同様 に,

II3, II?, III3も また おな じ α伽 η8の ρωψ癖 で あ り,お な じainangの3人 の女 た ち

と結婚 して い る。 この よ うなか た ちで,婚 姻 が結 ば れ る こ とが,も っ と も好 ま しい も

の で あ る と島 の人 び とは い う。    ・

 ひ とつ の ヵ鷹ψ π∫π に 所 属 す るす べ て の 女 性 が 出 自を お な じ く して い る こ と,

ρα5ψα∫ωは親 子 関係 に もとつ い て い る こと,pasapasuの 構 成 員 の ρωψ痂 が相 互 に紐

帯 を 重 ん じて い る こ との3点 が,pasapasuの 集 団 と して の団 結 を強 化 す る重 要 な機 能

とな って い る 。

 そ れ に た い して,婚 入 して き た男 は,別 のainangのpasapasuか ら入 って き た人 び

とで あ る 。 そ れ ぞれ が 異 な るainangに 属 す る 男た ちの 関 係 で は,そ れ がpasapasuの

団 結 を 強 化 す る方 向 に は働 か な い 。 ま た,婚 入 して きた 男 の妻 と その 子 供 た ち の紐 帯

が強 化 さ れ る とき に は,そ れ は,pasapasuの 団 結 を はか る 機 能 と して は 働 か ず,

minor ljneageを 強 化 す る こ とにな る。 Hawareiのpasapasuが3つ に分 裂 した よ う

な動 きを お こす危 険性 を つね に秘 めて い るので あ る。 上述 の よ うな婚 姻 関 係 を 結 ぶ こ

とを,も っ と も好 ま しい もの とす る理 由 が ここに あ る。婚 入 した男 た ちの 弱 い 関係 を

強化 し,pasapasuの 内部 結 束 を は か ろ うとす る理 念 が み られ るの で あ る。

 養 取 慣 行 の な か に も,内 部 結 束 の 強 化 を は か るた めの 意 図 か らお こな わ れ て い る事

例 を あ げ る こ とが で きる 。Hawarei(1)0.で,9例 の養 取 が お こな われ て い る。

 養 取 慣 行 は,中 央 カ ロ リン諸 島,東 カ ロ リン諸 島一 帯 で ひ じ ょ うに盛 ん にお こな わ
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れて い る。養 取 の動 機 は,一 般 に,つ ぎ の よ うな理 由 に よ って い る。

(1) 夫 婦 に子 供 が な い 。

(2) 友 人 関 係,PwiPwi関 係 の絆 を 強 化 す る。

(3)両 親 を早 くに失 った 子供 に適 当な 育 て親 が い な い。

(4)婚 出 した 男 が,PasaPasa, ainangに 残 した 権 利 を 子供 に代 行 させ るた め に養 取

  して も らう。

(5)私 生 児 と して生 ま れ た た め,養 取 して も ら う。

 以 上 の よ うな もの で あ るが,Hawarei(1)P.で は,9例 中2例 が,(2)の 動 機 に よ

って い る。III14,15の 夫 婦 に 子 供 が い な い こ と も理 由 の ひ とつ で あ るが, III3,4の 娘

2人 を(2)の 理 由で 養 取 して い る。 お な じainangの 成 員 間 で は,実 母 も実母 の姉 妹

に た い す る親 族 関係 名 称 も,と もにハ ハ(ineinu)の 関係 に あ り,関 係 名称 上 のハ ハ に

養 取 され て もおな じハ ハ の名 称 を もち い る 。'に もか か わ らず,お な じ α伽 架 内 で養

取 さ れ て い る こ と は,親 族 関係 名称 が,関 係両 者 の相 互 の紐 帯 を は か る役割 を そ れ ほ

どは た す こと は な く,具 体 的 な養 取 の かた ちを と る こ とで は じめ てminor lineageの

発 達 を 押 え る こ とに 貢 献 で き ると考 え て い る か らで あ る。minor lineageを で きる だ

け融合 させ よ うとす る配 慮 に も とつ いて い る と解 釈 で き よ う。

 IV13,14の 姉 妹 は,産 み の母 が,サ タ ワル 島 の 男 と結婚 して,サ タ ワル 島 に行 った

た め,〈3)の 理 由 に よ り養 取 され た 。 この と き,2人 が そ れ ぞ れ,別 のminor lineage

に 養 取 さ れ て い る の も,ふ た つ のminor lineageの 融 合 を,2人 の 養i子(muimui)を

通 して は か ろ うとす る もの で あ る。

 な お,養 子 は,養 母 の死 亡 に と もな い,養 取 関 係 は消 滅 し,養 子 は 自分 のainang

が 形 成 す るPasaPasuに 移 り住 む のが 原 則 で あ る。 同 様 に,婚 入 した男 も,配 偶 者 が

死 亡す れ ば,自 らのPasaPaSUに 帰 る。 II3が そ の例 に あた るが, II7の よ うに,長 く

婚 入 先 で暮 ら し,そ のPasaPaSUに 貢 献 し,老 齢化 した場 合 に は,死 ぬ ま で そ こで世

話 を受 け る こと も あ る。 そ の 判 断 は,女 性 の リーダ ー が お こな って い る 。

2. zazorez

 1棟 の住 居 用 家 屋 に 住 む人 び と の こ とを,iaiorei,ま た は, iaut li imaiと よ ぶ 。「1

戸 の家 の 内側 」 とい うよ うな 意 味で あ る。Hawarei(1)P.に は, 3棟 の木 造 トタ ン

葺 き家 屋 と2戸 の 伝統 的 コ コヤ シ葺 き 家 屋 が あ る。 この5戸 の 住 居用 家 屋(im)に,

PasaPasuの 構 成員 が ど の よ う に住 ま い わ けて い るか を示'した のが,図6中 のA, B, C,

D,Eで あ る。 AとEは 伝 統 的 家 屋 で あ る。 図 中, A1, A2, A3がAの 家 屋で 寝 起 き

を と もにす るiaioreiで あ り,同 様 に, C1, C2, D1, D2, D3も そ れ ぞ れ ひ とっ のiaiorei

で あ る。

 PasaPasuの 構 成 員 で あ りなが ら, iaioreiに 属 しな い4人 の禾 婚 男 子 が い る。 こ の4
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人 は カ ヌー 小 屋 に寝 起 き して い る。pasapasuの 未 婚 の男 女 は,養 子 を 除 いて,お な じ

aznangに 属 して い る ヵωψωZで,そ の性 的 な接触 を 回避 しよ う とす る配 慮 がは た らい

て い るか らだ と考 え られ る。 異 性 の寝 具 で あ る ゴザ(mangiruta)に 触 れ る ことす らタ

ブ ー(epinu)と され るの もお な じ理 由 に よ って い る と考 え られ る。 女 の子 供(aat)は,

初 潮 を経 験 す る こ とで,1人 前 の女(labut)と して 社 会 的 に認 め られ る。 男 の子 供(aat)

は12歳 前 後 に な る とフ ン ドシ(epereru)を 与 え られ て 成 人 とな り,カ ヌ ー小 屋 で の寝

起 きが始 ま る。 た だ し,今 日で は,pasapasuに 家屋 の余 裕 が あ る場 合 に は,そ れ が 未

婚 男子 専 用 に用 い られ る こ と もあ る。

 そ れ ぞ れ の家 屋 に 住 むiaioreiの 構 成 員 の 決 め られ か た と 系 譜 関 係 に一 定 の ル ール

は 見 られ な い。 た とえ ば,Aの 家 屋 のiaioreiは;A1の 老 夫 婦(III2,3)と そ の養 子

(IV?), A1の 老 夫 婦 の孫(U11,13,14), A3の 老 人(III2の オ ジ=II7)と その孫(IV15)

の 計8人 で あ る 。Cの 家 屋 に はC1の 老 婆(II8)と,そ の 娘 に養 取 され た 夫 婦(IV16,17)

と その 子 供2人(V19,20)のC2の 計5名 が 住 ん で い る。 Dの 家 屋 には, D1の 夫 婦

(III12,13)と そ の2人 の 子 供(IV18,19)に 加 え, D2の 夫 婦(Vl5,16)と 養 取 した 子 供1

名(V18=VI1),そ れ にC1の 養 子D3(III16)が 住 んで い る。 D2の 夫 婦 は養 母 がB

の家 屋 に住 み,D3の 養 子(III16)の 養 母 はCの 家 屋 に住 ん で い る。 このDの 家 屋 に

は,2組 の夫 婦 が住 ん で い る こ とに な る。Eの 家 屋 とBの 家 屋 に は,親 子 関 係 を 基

調 と した住 ま い わ け が され て い る。

 住 ま いか た に お い て,iaioreiの 構 成 員 は,親 子 関係, minor lineageを 基 調 と しつ

つ も,圏minor lineageの 独 立 を抑 制 す るた めに ,5戸 の 家 屋 に ρ薦ψ α∫πの構 成 員 を 混

住 させ る よ う に努 め て い る意 図 が くみ とれ る。pasapasuの 構 成 員 の 決 定 が, pasapasu

の 全 体 の結 束 と紐帯 とを考 慮 に入 れ て い るの に くわ え,家 屋1戸1戸 の独 立 的 機 能 を

抑 制 す る こ とを意 図 して い る。 それ が,ひ い て は,pasapasu全 体 の結 束 に連 な る こと

に な る と考 えて い るか らで あ る。 家 屋 の 機能 に つ いて は,次 章 で触 れ る。

V.家 屋の建築 様式

1.ut(カ ヌ ー 小 屋)

 �は,カ ヌー 小 屋 と訳 す に は適 切 で な い ほ ど多 くの 機 能 とそ の可 変 性 とを そ な え て

い る。 未 婚 男 子 が寝 起 きす る場 と して,男 た ちの 団 らん と休 息 の場 と して,カ ヌ ー の

建 造,収 納 の 場 と して,あ るい は,コ コ ヤ シ ロー プ を な った りす る作 業 の 場 と して,

カ ヌー 小 屋 は,男 た ち の 日常 生 活 の なか で も っと も重 要 な場 と して存 在 して い る。 重

病 人 が 発 生 した よ うな場 合 には,病 人 と と もに,pasapasuの 構 成 員 は全 員 が こ こに移

り住 み,看 護 に あ た る。 住 居 と同 様 の使 われ か た も され る の で あ る。 この 場合 に は,

女 もカ ヌー 小 屋 を利 用 す る こ とが許 さ れ て い る。
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写 真4 カ ヌー小 屋(ut)の 全景, Pulap島 か らカ ヌーで や って き

    だ 人 び とが ゲ ス ト ・ハ ウス と して 泊 っ て い る。

 日常生活においての機能の他に,パ ンノキの実の収穫や,葬 式などの儀礼の場とし
                                    

て,ま た 島 の玄 関 口 と して の象 徴 的 な存 在 で もあ る。 島 に 入 る,人,も の は,一 応 こ

の 漉 を経 由す る こ とが 原 則 で あ る。 した が って ゴ 他 島 か らの訪 問者 に は,ゲ ス トハ

ウス と して,こ こに寝 泊 りが 許 され る

(写 真4)。 そ の ほ か に も,神 々(ianuw)

か ら病 気 に 至 るま で,こ こを経 由 して

上 陸 す る と考 え られ,か つて は,守 護

神的 な神 を 祭 って い た とい う。

 島 に は,9戸 のutが あ り,う ち2棟

は島 の共 有 物 で あ る。 ひ とつ は,島 の

内陸 部 に あ り,島 の 会議 と学 校 の教 室

がわ りに用 い られ て い る。他 の ひ とつ

は,島 の 北 部 の 水 路(Lgmetaω)の 近 く

に,巡 航 船 の 入 港 の と きの た め に建 て

られ て い る。

 他 の7棟 は,ainangの 単 位 で 所 有 さ

れ,PasaPasu単 位 で 利 用 して い る。5

つ のainangに よ り,7棟 のutが 所 有

され,他 の6つ のainangはutを 持 た

な い 。 しか しなが ら,泓 は,そ の機 能

の 多様 性 と重 要 性 に よ って,島 の公 共

物 と して の性 格 を 備 え て い る た め,島

写真5 カヌー小屋の屋根の葺 き替え作業,手 前

    の男が持って いるのが ココヤシの葉を編

    んだマ ッ ト(iashi)。
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の人 び との 自由 な使 用 が か な り認 め られ て い る。所 有 者 で あ るainangと そ のPasaPaStt

は,優 先 的 に カ ヌ ー を収 納 す る こ とが で き る こ と,必 要 な場 合 には,住 ま い と して 占

有 で き るほ どの権 利 を も って い る にす ぎ ない 。

 した が って,こ の 厩 の屋 根 の葺 き替 え作 業 に は,島 中 の男 た ちが 参 加 す る。 女 た

ち も,屋 根葺 き材 と して の コ コヤ シの葉 を集 め 編 む 作業 に くわ わ る。 ほ ぼ年 に1度,

この作 業 は 島全 体 の共 同 作 業 と して お こな われ る(写 真5)。

 1) utの 部 分構 造 と材 質

 utの 各 部 の構 造 と材 質 は 次 の よ うに な って い る(図7参 照)。 屋 根 を 支 え る4本 の 柱

(iuru)は,タ コ ノキ(Faach)を 丸太 の ま ま利 用 した もの で,土 中 に深 く埋 め こん で い

る。 タ コ ノキ は,横 か らの 力 に た い して は柔 軟 性 に 富 み,縦 の方 向 に 加 わ る力 に は強

い特 性 を も って い る ので,支 柱 の役 割 に よ く適 合 して い る。

 桁(hinoi)は,タ コノ キ の支 柱 が ふ た ま た に枝 分 か れ した 部 分 を利 用 して の せ られ

て い る。桁 材 は,パ ン ノキ(mai)を 角 材 に して 用 い て い る。 太 さ は,30 cm×27 cm

く らい が 標準 で あ る。

 桁 と桁 に は梁(zu「amung)が わ た され る。 材 質 は,桁 と お な じパ ンノ キが 使 用 され

る。 桁 と梁 は,ほ か の 各 部 と同様 に交 差 す る と ころ を コ コヤ シ ロー プ(aratuω)で し

ば られ る。桁 と梁 とは,そ れ ぞ れ4本 の支 柱 の 上 で交 差 す る。 梁 が桁 の上 に位 置 して

交差 させ る の は,カ ヌー の 出入 口が 梁 の 側 に あ る だ めす こ しで も梁 を高 くす るた めで

あ る。

 この梁 の 中央 部 に,丸 太 の棟 束(ρoo励 の を た て る。 材 質 はaiuと よ ば れ る硬 質 の

図7 カ ヌ ー 小 屋(ut)の 建 築 構 造
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木 で あ り,カ ヌ ー(zva)の 部 品 の な か で も っ と も 強度 を 要 求 され る ア ウ ト リッガ ー

(tam)と 腕 木(kio)と を 固定 す る部 分(iam)に 使 わ れ るほ ど強 い 材 で あ る。棟 束 の長

さ は,屋 根 の傾 斜 角 が45。に な るよ うに,つ ま り,屋 根 の垂 木(uloz�)が,棟 束 と梁 の

半 分 が つ くる二 等 辺 三 角 形 の斜 辺 とな る よ うに 決 め られ る。

 棟 束 あ上 に,角 材 の棟 木(ωoη8,ま たはbong)が のせ られ る。 材 質 はパ ンノ キ。

棟 木 と桁 に垂 木(ulor�)を11本 お ろす 。 垂 木 に は,タ コ ノキを 丸 太 の ま ま使 用 す る。

棟 木 は,た った2本 の棟 束 に 支 え られ て い る にす ぎな い か ら,棟 束 に か か る重 み を支

え る よ うに垂 木 が組 まれ て い る。垂 木 は,棟 木 の 上 で,反 対 側 の 桁 か らの垂 木 と コ コ

ヤ シmプ で しば られ る。 組 み合 わ さ れ た垂 木 が,棟 木 を なか ば つ りあ げ る よ う なは

た らきを して い る 。す べ て のutは,今 日で は11本 の垂 木 を 使 用 して い る が,か つ て

は9本 しか用 い なか った とい う。 した が って 垂 木1本1本 に つ い て の 固有 名称 も,今

日で も9本 だ け に しか な い 。

 11本 の垂 木 に は,10本 の横 木(iupugaku)が 結 び つ け られ て い る。 屋根 のね じれ を

防 ぐと と もに,屋 根 葺 き材 の ココ ヤ シ の葉 を 編 ん だ もの(iashi)を 結 び つ け る た めの

細 い縦 木(aat)を 取 りつ け るは た らき をす る。 aatは 垂 木 に重 な る よ うに,さ らに,

垂 木 と垂 木 の間 に2本 のaatが とお る よ うに取 りつ け られ る。 した が って,計37本

のaatが 垂 木 に平 行 に 取 りつ け られ る。

 aat材 に使 われ る木 は,直 径7cm前 後 と細 く,か つ 長 く育 つ 。 しか もた いへ ん 軽

く,屋 根材 と して の利 点 に 富 む。 そ の反 面,腐 蝕 が早 いた め,数 年 で交 換 す る必 要 が

あ る。 大 量 に必 要 で あ る こ とか ら,森 の なか で,植 林,栽 培 され て い る 。

 垂 木,縦 木 は と もに,桁 か ら約70cmつ きだ して取 りつ け られ,さ らに,屋 根 を

葺 いて い る コ コヤ シの 葉 が 長 く垂 れ下 が り,風 雨 の 吹 き込 み を 防 ぎ,ま た,利 用 可 能

な空 間 を最 大 限 まで 拡 げ て い る。

 風 圧 に よ る横 揺 れ と,そ れ に よ って お こる ひず み に た いす る配 慮 か ら,屋 根 裏 に は,

垂 木 に た い して斜 めに 丸 太 が わ た され て い る。 吻 〃彦 とよ ば れ,屋 根 裏 の3分 の2ほ

どの 部 分 に取 りつ け られ て い る 。

 桁 と梁 の交 差 を直 角 に保 つ た め に は,桁 と梁 と に角材 をわ た して 固 定 させ て い る。

ここ も,直 角 二等 辺 三 角 形 を つ くるよ うに取 りつ け られ て い る。 これ はま た,屋 根 の

妻 の部 分 に コ コヤ シの葉 を 葺 くた め のaatを 補 強 す る役 割 もは た して いる 。

 妻 の部 分 は垂 木 を使 用 しない が,aatとiupugakを 格 子 状 に 組 ん で い る。 こ こに は,

地 上 よ り,約1.5mの 高 さま で 屋根 を葺 き,0部 分 に,カ ヌー の船 首 が 通 れ る よ う0

に切 り込 み が い れ られて い る。

 2)uf.の 形 態 と全 体構 造 の特 徴

 各 部 の構 造 と関 連 して,ut全 体 の特 徴 と して,次 の9点 を あ げ る こ とが で き る。

(イ) カ ヌー の 出 し入 れ の た め の 限界 の高 さ 約1.5mに まで 屋 根 の軒 を下 げ て い る。

584



中村 ミクロネ営 ア ・ブル スク島におけ る家屋 と住 まいか た

  桁 よ り も約50cm下 ま で 屋根 を下 げ,吹 き込 む雨 を さ け る こ とで,利 用 で き る

  空 間 を最 大 限 まで 拡張 しつつ,建 物 全 体 を 風圧 を さ け るた め に,極 力 低 くす る工

  夫 が な さ れて い る。桁 と梁 の組 み方 も,カ ヌー の 出 し入 れ 側 の梁 を桁 の上 にの せ

  て,屋 根,建 物 全体 を低 く して い る。

(ロ)屋 根 葺 き材 ζ して 使 用 す る ココ ヤ シ の葉,ま た は,タ コ ノキ の 葉 が 防水 性 に乏

  しい た め,水 は けを よ くす るた め に,屋 根 の 傾斜 を充 分 に と って い る。

(ハ)棟 木 を 支 え る2本 の棟 束 に加 え,垂 木 も棟 木 を 支 え る構 造 と な って い る 。

(二) (ロ),曳 ハ)に よ り,屋 根 に強 い 傾斜 度 をつ け る必 要性 と,風 に対 す る防 備か

  ら,屋 根 が45。 の傾 斜 を つ くる よ うに,梁 と棟 束 の 長 さ の比 率 が決 め られ て い る。

  (イ)の よ うに,極 力 屋 根,建 物 を低 く しよ うとす る工 夫 に もか か わ らず,屋 根 は

  結 局,高 くな って しま って,屋 根 裏 に 不 必要 な空 間 を つ くりだ して い る。

(ホ) 屋 根 葺 き材 の ココ ヤ シ の葉 を編 んだ もの を,屋 根 に結 び つ け るた め に,屋 根 に,

  垂 木 の ほか に,さ らに 多数 の木 を縦 横 にわ た す複 雑 な屋 根 の 構 造 を して い る。

い)屋 根,お よび 上部 構 造 は,4本 の柱 だ け に よ って 支 え られ る。

(ト)木 と木 を 組 み あ わ せ る場 合,ほ ぞを 彫 り込 ま な いで,す べ て,コ コヤ シ ロー プ

  で しば る方 法 に よ って い る。 これ は柔軟 構 造 に よ る外 力 の 吸 収 とい う利 点 を も っ

  て い る。

(≠)屋 根全体に,三 角形の構造が多

  くとり入れ られ,全 体の構造の強

  化につなが っている。

ω) 建築材は,角 材と丸太で,板 を

  まったく使用 していない。

 建築物のこうした特徴は,と くに,

屋根葺き材 としてのココヤシの葉,タ

コノキの葉がともに防水性,耐 久性な

どにおいて,あ まり秀れた ものでない

ことが強 く影響を与えているといえよ

う。比較的降雨量の多いこの地域の気

候が,い よいよ,屋 根に支配された建

築物を生みだす原因となっている。っ

まり,漉 は屋根の 下の空間を利用す

る家屋でなく,屋 根のなかの空間を利

用する建築物となっている。

 構造の点では,ほ ぞを彫 って継手仕

口をつ くったり,板 をつくるための充
写 真6 カヌー小屋(ut)の 内部,棟 木,棟 束,

    垂木 などがみえる。
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分 な道 具 を,近 年 まで もた なか った こ とに関 連 して い る と い え よ う。

 雨 に た いす る 痂 の 構 造 は,風 に た いす る対 応,工 夫 と背 反 す る性格 に あ り,こ の 問題

が 完全 に解 決 され な い ま ま,今 日の構 造 と形 態 を つ く って い る とい え よ う(写 真6)。

2.im(住 居用 家屋)

 ut(住 居用 家 屋)に,加 伽 舜 乃ξηg(木 造 トタ ン葺 き住 居)と 加 伽 ψ 麗ω箆(伝 統 的

コ コヤ シ葺 き住 居)の2種 類 あ る こ と は,こ れ まで に も述 べ た 。木 造 トタ ン葺 き住 居

は,こ の 島 に37戸 あ る。 うち1戸 は,た ま に 島 に来 訪 す るカ ト リック の宣 教 師 の もの

で あ る。 これ にた い し伝統 的住 居 は15戸 に す ぎな い。15戸 の う ち,じ っさ い に人 び と

が生 活 の 場 と して い るの は,7～8戸 で あ る。 ほ か は,昼 寝 用 で あ った り,高 床 式 の

木 造 家 屋 へ の 出入 りが 苦 痛 な 老人 専 用 の もの で あ った りす る。

 ほ ぼ類 似 した 文化 と生 活 様 式 の な かで 暮 して い るサ タ ワル 島 に は,木 造 トタ ン葺 き

住 居 は3戸 しか な い。 そ こで の 住 居 を め ぐる生 活 様式 は,旧 来 の伝 統 的 な 様式 を維 持

して い る と考 え られ る。 それ に 比 較 し,こ の島 で は,木 造 住 居 が 登 場 す る こ とに よ り、

家 屋 の配 列 で お こ った変 化 と同 様 に,生 活様 式,住 居 の機能 の面 で もい く らか の変 化

を お こ した。

 1) im iani Puωn(伝 統 的 住 居)

 伝 統 的住 居 の 建築 様式 は,カ ヌー 小 屋(π 彦)の そ れ と基 本 的 に は か わ る ことが な い

(図8参 照)。 カ ヌー 小 屋 が,島 の男 た ちの 日常 的 な生 活 の場 の連 続 と して 存 在 し,開

か れ た 空 間 を象 徴 す るか の よ うに,壁 の な い建 築 物 で あ る の にた い し,住 居 は,外 の

空 間 を 遮 断す る閉 ざ され た 空 間で あ る必 要 性 が あ る。 この差 が壁 の有 無 とな って い る

にす ぎな い 。

 壁 は,コ コヤ シの葉 を 編 ん だ マ ッ ト(雇 πの を たて か け るよ うに して つ くられて い る。

空 間 を閉 ざす こ とに た いす る気 の配 りか た は相 当 な もの で あ る。 出入 口 は極 端 に小 さ

くつ く られて お り,な か に は,這 った り,身 体 をか が めて しか入 れ な い もの もあ る。

人 通 りの多 い 道 に 接 した住 居 ほ ど,そ の傾 向 は 強 くな る。 もち ろ ん,窓 を 持 た な い構

図8 伝 統的住 居 の建築構 造
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造 で あ る。 内部 は,そ の た め 薄暗 く,外 部 か ら内を の ぞ くこ とは で き ない が,内 部 か

らは 壁 を とお して 外 を 見 る こ とがで き る。物 理 的 に 空 間 を遮 断す る こ と以 上 に,象 徴

的 に遮 断 して い る とい え る か も しれ な い。

 天 井 を つ く らな い構 造 だ か ら,屋 根 の 空 間 が広 く,屋 根 葺 き材 の材 質 と あい ま って,

涼 し さの点 で は た いへ ん 秀 れ て い る。 屋根 裏 の部 分 に,桁 と梁 に木 をわ た して,日 用

品,財 産類 を 置 くよ うに した り もす る。 彼 らは,財 産 とよ べ るよ うな ものを それ ほ ど

持 って い るわ けで はな いの で,そ の程 度 で 間 に合 う。 小 物,衣 類 な ど は,垂 木 か ら コ

コヤ シ ロー プ を た ら し,ひ っか け た り,結 び つ け た り して 保 管 して い る。 伝 統 的住 居

の 欠 点 は,湿 気 に た いす る防 備 が充 分 で な い こ とで あ る。

 湿 気 にた い す る一 応 の対 応 の 工夫 もされ て い る。 家 の 内部,お よ び周 囲 に は,珊 瑚

礫(Faima)を 厚 く敷 きつ め て雨 水 が早 く土 中 に しみ こむ よ うに工 夫 され て い る。砂地

に たて られ て い る住 居 と は いえ,長 い雨 が 降 りつ づ く と家 屋 が湿 気 る こ とは やむ を得

な い。

 家 屋 内の 珊瑚 礫 の上 には,コ コヤ シ の葉 を 編 ん だ ゴザ(kini)を 二 重 に 敷 き,さ らに,

タ コ ノキ の 葉 を 編 ん だ ゴザ(ノ 漉 π勿 α)を 敷 きつ めて い る。 部 屋 の 隅 に は,タ コ ノ キ

の葉 を細 か い 目で 編 ん だ ゴザ(mangiruta)を 巻 い て 置 いて あ る。 これ が 寝 具 で あ り,

就寝 時 に は,こ れ を の べて,薄 い布 を か ぶ る よ うに して寝 る。 蚊 に刺 さ れ な い た めで

もあ る。

 さ き にの べ た よ うに,寝 具 に異性 が 触 れ る こ とは タブ ー(吻 ηの で あ る。 タ ブー は,

今 日,キ リス ト教 の 布教 と と もに急速 に失 わ れつ つ あ る が,今 日まで,比 較 的残 って

い る の は前 述 の未 婚 男 子 が カ ヌ ー小 屋 に寝 起 きす る習慣 で あ ろ う。 この よ うな性 的 な

発 育 に と もな う問題 を 回避 す る必 要 は,間 仕 切 りの な い 家屋 の構 造 にそ の 背 景 が あ る

とい え よ う。 間 仕 切 りの代 りに,今 日で は 布製 の蚊 帳 を1戸 の家 屋 にい くつ か張 る こ

とが お こな わ れ る よ うに な った。 その た め,1戸 の 家 屋 に,か な り成 長 した 未婚 男子

が姉 妹 た ち と 同居 す る例 も見 うけ られ るよ うに な った 。

 小 規模 の伝 統 的 住 居 は建 築 が比 較 的 容 易 に お こな え る。 そ の た めか,重 病 にか か っ

た 人 の 病 が い え た場 合 には,月 の 出な い 夜 を選 んで,住 ま い を か え る慣 習 が あ る。

 2)加 伽 宛 伽g(木 造 トタ ン葺 き住 居)

 1957年 に,台 風 災 害 の援 助 の 名 目で 建 て られ た こ の住 居 は,建 築 材 料 はす べ て船 で

運 ば れ て き た もので あ る。 トタ ン,2×4イ ンチ角 材,合 板 材,板 材 が 建 材 で あ る。

窓 の取 りつ け位 置 が各 家 に よ り異 な って い るが,基 本 的 に は規格 化 され た もので あ る。

 木 造 高床 建 築 は もち ろん,床 の あ る建 築 物 は,こ の 島で は,こ れ まで み る こ とが な

か った 建築 様式 で あ る。床 は,標 準 的 な もの で,地 上70cmか ら80 cmの 高 さで あ

る。 床 は合 板材 を使 用 して い る。 間仕 切 りはな い 。1～2カ 所 に 出 入 口 を つ け,2カ

所 に板 戸 の 窓,そ れ に1～2カ 所 に ブ ライ ン ド状 に木 を組 み合 わ せ た 明 り と り兼 用 の
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窓をつけている。これが標準的な住居で,床 面積は約30m2ほ どである。

 この住居の利点はふたつある。ひとつは,ト タン屋根に樋をつけ,ド ラムカンに清

潔な水を集めることができることである。 集落には,3カ 所の井戸があり,3～4m

も掘れば,容 易に水を得ることができるが,砂 地のため,そ の維持 ・管理がむつかし

い。誰もが,自 由に真水を得ることができるようになり,島 の生活を便利にした。炊

事,洗 濯,水 浴に水をふんだんに使えるようになったことの意味は大きい。

 第2点 は,高 床建築による湿気の排除で,身 体の健康に貢献 したようである。いっ

ぽうでは,島 の生活や,自 然環境に適合 しない点もある。 トタン屋根は,日 中の太陽

熱が,家 の内部を温室にかえる。天井のない構造のうえ,上 部が密封されているため,

熱の逃げ場がないのである。そのため,床 下を生活の場 として利用 し,家 屋内は生活

用具の保管だけに使用 している例も1例 だけあった。

 床面積が,伝 統的住居に比べ約2倍 あり,屋 根の下の空間で,人 が自由に家屋内を

動きまわれるようになった。家屋内も,窓 か ら入 り込む光で明るくなった。伝統的住

居が狭 く,暗 いために,住 居は睡眠のためだけの場であったのにたいし,木 造家屋は

生活のたあ,住 むための空間として機能しはじめた。

 そのような機能の拡大の事例のひとつに,食 事の機能がある。かつての,食 物は住 、

居の外で料理 し,外 で食べ,外 に保管 していた慣習がくずれ,家 の中に食物が持ち込

まれるようになった。石油コンロが島に流入し,簡 単な料理が家屋内で可能になった

ことが,こ の現象に拍車をかけた。食事にともなう団 らんも,家 の中でおこなわれる

ようになり,日 常生活のなかで1日 の生活行動に占める場所として,住 居内の占める

割合が多くなった。このことは,島 の人びとの生活様式,行 動様式が多様化 したので

な く,か つて,家 をとりまく空間全体が家屋とともに住まいの空間として機能 してい

たものが,家 屋内に持ち込まれたことを意味 している。屋内で立 って動ける家屋の出
                                                                         

現,つ まり,屋 根のなかの空間としての住居か ら,屋 根の下の空間としての住居への

変容が与えた住まいかたへの影響を示すものであるといえよう・

VI.む す び にか え て

 この小論では,中 央カロリン諸島の一離島での 「家屋 と住まいかた」を,自 然環境,

集落構造,社 会組織 と居住形態,家 屋の構造 との関連において考察してきた。

 隆起珊瑚礁の島世界 という自然環境は,植 物相に乏しい。そのため,家 屋の建築材

には限られた植物をうまく工夫 して用いる必要があった。そのことは,木 を刻むため

の満足な道具をもっていなかったことと関連して,家 屋構造を決定する要因となった。

自然環境はまた,集 落の位置を定める要因でもあった。いっぽう,α伽 π脇ρσ5ψα錫 な

どの社会組織は,集 落の構成の しかた,家 屋の用いられかた,家 屋の機能などの問題
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と密接な関係にあった。

 ところが,外 部か らの建築材の導入によって,家 屋の建築様式が変化し,さ らに,

集落内の家屋の配列は外部か ら来た行政官によって決められた。行政官は,こ れまで

の家屋の配列が,社 会組織と密接に関連 していたことを理解 していなかった。これら

のことが,こ れまでの社会組織のありかたに変化をおこさせた。外部から導入された

建築材が建築様式に与えた影響以上に,社 会組織,社 会集団に与えた影響のほうが大

きかったのである。

 このことは,家 屋 と住まいかたにおいて,家 屋の形態の変化が,そ れを利用する人

びとに新 しい人間関係,社 会関係をつ くりだす ことを示唆 している。当然の帰結なが

ら,"も の"と"ひ と"と の関係は,常 に表裏一体となって関連 しあっているといえ

る。とくに,こ の島のように,出 自集団が家族的結合の居住集団を形成 しているよう

な社会においては,社 会組織,社 会集団に内在するもろもろの問題が,家 屋と住まい

かたにおいて浮かびあがってくる。
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